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３ 要旨

会津地方で2006年から多発傾向にあるウコンノメイガについて、福島県における生息状況や生態を解明する目的か

ら、ウコンノメイガの寄生性天敵相を調査した。その結果、メイガヒゲナガコマユバチの寄生率が最も高かった。

(1) カラムシ科に寄生している越冬世代幼虫の寄生率は高く、多い所では70％を超えた（表１）。

(2) 一方でダイズほ場における第一世代幼虫の寄生率は低かった。

(3) 天敵の種類は越冬世代では、コマユバチ科7種、ヒメバチ科2種、アリガタバチ科１種とハチ目が多く、一部の地

域でハエ目と糸片虫が確認された（表１）。

(4) メイガヒゲナガコマユバチによる寄生が最も多く、本種はウコンノメイガの発生を左右する有望な天敵（寄生蜂）

と考えられた。
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